
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧が両端間に印加され、制御信号に
応じてオン／オフ制御されるプッシュプル形式の出力回路と、その出力信号を出力する出
力端子を有する第１ＩＣと、
第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧を有し、入力信号が入力される入
力端子と、この入力端子と前記第１電位系の電位との間に、

を有する第２ＩＣからなり、
前記出力端子と前記入力端子とが接続されることを特徴とする、ＩＣ間のインターフェー
スシステム。
【請求項２】
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プルアップ可能な極性に直列
に接続されたダイオードとプルアップ抵抗と、前記第１電源電圧よりも高い第２電源電圧
を動作電源電圧とする内部回路と、前記第１電源電圧を取り込むための電源端子と、前記
入力端子の入力信号が入力され、前記内部回路を駆動するための出力信号を発生するバッ
ファ回路と

第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧が両端間に印加され、制御信号に
応じてオン／オフ制御されるプッシュプル形式の出力回路と、その出力信号を出力する出
力端子を有する第１ＩＣと、
第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧を有し、入力信号が入力される入
力端子と、この入力端子と前記第１電位系の電位との間に、プルアップ可能な極性に直列
に接続されたダイオードとプルアップ抵抗と、前記第１電源電圧よりも高い第２電源電圧



ＩＣ間のインターフェー
スシステム。
【請求項３】

ことを特徴とする、請求項１または２に記載のＩＣ間のインターフェースシステム。
【請求項４】
第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧を有し、入力信号が入力される入
力端子と、この入力端子と前記第１電位系の電位との間に、

を有することを特徴とするＩＣ。
【請求項５】

ことを特徴とするＩＣ。
【請求項６】

ことを特徴と
する、請求項４または５に記載のＩＣ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＦＤ（フロッピーディスク）、ＨＤ（ハードディスク）等の磁気記録駆動装置
のディスクコントローラ用ＩＣとディスクドライバ用ＩＣ間のインターフェースシステム
、及びそのためのＩＣに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、ＦＤ、ＨＤ等の磁気記録駆動装置のディスクコントローラ用ＩＣとディスクド
ライバ用ＩＣ間の標準的なインターフェース（以下、Ｉ／Ｆ）は、図４に示されるように
構成されていた。
【０００３】
図４において、ディスクコントローラ用ＩＣ３１の電源電圧は、第３電位系Ｅ３（＝５ｖ
）の電位と第２電位系（グランド電位系）Ｅｇｎｄの電位間の第２電源電圧Ｖ２（５ｖ）
が用いられている。そして、出力トランジスタとしてＮ型のＭＯＳＦＥＴＱ１が、Ｉ／Ｆ
出力端子Ｐ１とグランド電位Ｅｇｎｄ間に接続され、オープンドレイン形式とされている
。なお、３３は、ＩＣ３１に内蔵されている他の回路であり、この図では第２電源電圧Ｖ
２（５ｖ）で駆動されるように示されているが、他の電圧（例えば３ｖ）でもよい。
【０００４】
ディスクドライバ用ＩＣ３２の電源電圧は、第３電位系Ｅ３（＝５ｖ）の電位と第２電位
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を動作電源電圧とする内部回路と、前記第１電源電圧を前記第２電源電圧から形成する電
圧調整回路と、前記入力端子の入力信号が入力され、前記内部回路を駆動するための出力
信号を発生するバッファ回路とを有する第２ＩＣからなり、
前記出力端子と前記入力端子とが接続されることを特徴とする、

前記第２ＩＣは、前記入力端子と、前記第２電位系の電位との間に、前記入力端子へ印加
される前記第２電位系の電位よりも低い異常電圧を吸収するための保護用ダイオードを設
ける

プルアップ可能な極性に直列
に接続されたダイオードとプルアップ抵抗と、前記第１電源電圧よりも高い第２電源電圧
を動作電源電圧とする内部回路と、前記第１電源電圧を取り込むための電源端子と、前記
入力端子の入力信号が入力され、前記内部回路を駆動するための出力信号を発生するバッ
ファ回路と

第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧が両端間に印加され、制御信号に
応じてオン／オフ制御されるプッシュプル形式の出力回路と、その出力信号を出力する出
力端子を有する第１ＩＣと、
第１電位系の電位と第２電位系の電位間の第１電源電圧を有し、入力信号が入力される入
力端子と、この入力端子と前記第１電位系の電位との間に、プルアップ可能な極性に直列
に接続されたダイオードとプルアップ抵抗と、前記第１電源電圧よりも高い第２電源電圧
を動作電源電圧とする内部回路と、前記第１電源電圧を前記第２電源電圧から形成する電
圧調整回路と、前記入力端子の入力信号が入力され、前記内部回路を駆動するための出力
信号を発生するバッファ回路とを有する

前記入力端子と、前記第２電位系の電位との間に、前記入力端子へ印加される前記第２電
位系の電位よりも低い異常電圧を吸収するための保護用ダイオードを設ける



系（グランド電位系）Ｅｇｎｄの電位間の第２電源電圧Ｖ２（５ｖ）が用いられている。
第２電源電圧Ｖ２の５ｖは、ＩＣ３２の内部回路電圧がより低い電圧例えば３ｖである場
合でも、標準Ｉ／Ｆ電圧として使用されている。
【０００５】
以下、ディスクコントローラ用ＩＣ３１やディスクドライバ用ＩＣ３２の電源電圧として
、３ｖ系を、第１電位系Ｅ１（＝３ｖ）の電位とグランド電位系Ｅｇｎｄの電位間の第１
電源電圧Ｖ１（＝３ｖ）とし、５ｖ系を、第３電位系Ｅ３（＝５ｖ）の電位とグランド電
位系Ｅｇｎｄの電位間の第２電源電圧Ｖ２（＝５ｖ）とする。
【０００６】
図４で、５ｖの第３電源電位Ｅ３がプルアップ抵抗Ｒ１を介してＩ／Ｆ入力端子Ｐ２に接
続され、又、バッファＢ１の入力に接続される。このバッファＢ１は、入力用バッファで
あり、その動作電源はバッファＢ１の出力を受ける回路の動作電源電圧が第１電源電圧Ｖ
１（３ｖ）であるか第２電源電圧Ｖ２（５ｖ）であるかによって、第１電源電位Ｅ１或い
は第３電源電位Ｅ３とグランド電位Ｖｇｎｄとにより与えられる。なお、図では、第２電
源電圧Ｖ２が与えられるものとして記載している。ダイオードＤ１、Ｄ２は、過電圧保護
用ダイオードであり、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２に印加される静電気などによる正負の異常電圧
を第３電源電位Ｅ３やグランド電位Ｅｇｎｄに吸収する。なお、Ｒ２及びＲ３は、回路素
子の保護抵抗であり、抵抗Ｒ２の抵抗値はプルアップ抵抗Ｒ１の抵抗値に比べて無視でき
る程度に小さく、また抵抗Ｒ２はバッファＢ１の入力に直列に入っているから入力電圧に
影響しない。
【０００７】
この構成で、Ｉ／Ｆ出力端子Ｐ１とＩ／Ｆ入力端子Ｐ２が接続され、Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ
１が制御信号ＳＩＧに応じてオン又はオフされる。Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ１がオンされると
バッファＢ１の入力は低電位になり、また逆に、Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ１がオフされると第
３電源電位Ｅ３にプルアップされバッファＢ１の入力は高電位になる。このようにして、
ディスクコントローラ側の電源電圧が５ｖまたは３ｖのいずれであっても、ディスクドラ
イバ側とのＩ／Ｆにおける電圧レベルが変換され、バッファＢ１の出力によりディスクド
ライバ側の内部回路が駆動される。なお、バッファＢ１の動作にヒステリシス特性を有し
ている場合も多い。
【０００８】
しかし、最近、ディスクコントローラ側の出力回路に、１／２インチ高さのＦＤＤ（フロ
ッピーディスク駆動装置）の標準的なＩ／Ｆ形式であるプッシュプル出力形式も用いられ
る場合が生じ、ディスクドライバ用ＩＣとしては図５のようにプッシュプル出力のＩ／Ｆ
形式と接続される場合が出てきている。このプッシュプル出力形式を用いるようなディス
クコントローラの電圧は、３ｖ系での仕様のものが多い。図５は、ディスクコントローラ
側の出力形式がＣＭＯＳ形式の３ｖ系の場合における、ディスクコントローラ側とディス
クドライバ側間のＩ／Ｆ構成を示す図である。
【０００９】
この図５において、ディスクコントローラ用ＩＣ４１には、３ｖ系の第１電源電圧Ｖ１が
用いられる。第１電源電位Ｅ１とグランド電位Ｅｇｎｄ間にＰ型ＭＯＳＦＥＴＱ２とＮ型
ＭＯＳＦＥＴＱ１の直列回路からなるＣＭＯＳ形式の出力回路が設けられている。ディス
クドライバ用ＩＣ４２は従来のＩＣをそのまま用いることが多く、図４のＩＣ３２と同じ
である。
【００１０】
制御信号ＳＩＧに応じてＭＯＳＦＥＴＱ１，Ｑ２がオン／オフされる。Ｎ型ＭＯＳＦＥＴ
Ｑ１がオン、Ｐ型ＭＯＳＦＥＴＱ２がオフの状態では、図４の場合と同様であり、格別の
問題はない。しかし、Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ１がオフ、Ｐ型ＭＯＳＦＥＴＱ２がオンの場合
には、Ｉ／Ｆ出力端子Ｐ１の電位、したがってバッファＢ１の入力電位は第１電源電位Ｅ
１で約３ｖとなる。
【００１１】

10

20

30

40

50

(3) JP 3608199 B2 2005.1.5



この場合、ディスクドライバ側の第３電源電位Ｅ３からプルアップ抵抗Ｒ１等を通してデ
ィスクコントローラ側の第１電源電位Ｅ１に電流が流れ込むから、プルアップ抵抗Ｒ１に
余分な電力消費が発生することになる。また、Ｐ型ＭＯＳＦＥＴＱ２がオンの状態で、Ｉ
Ｃ４２の電源をオフした場合には、プルアップ抵抗Ｒ１またはダイオードＤ１を介して、
ＩＣ４１からＩＣ４２に電源電圧が供給されてしまうという問題があった。
【００１２】
そこで、本発明は、ディスクコントローラ側の出力回路が、低電位のプッシュプル形式の
出力回路構成である場合にも不要な流入電流をなくし、かつオープンドレイン形式の出力
回路構成の場合にも兼用することができる磁気記録駆動装置におけるディスクコントロー
ラ用ＩＣとディスクドライバ用ＩＣ間のインターフェースシステム及びそのためのディス
クドライバ用ＩＣを提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載のＩＣ間のインターフェースシステムは、第１電位系の電位Ｅ１と第２電位
系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源電圧Ｖ１が両端間に印加され、制御信号ＳＩＧに応じてオ
ン／オフ制御されるプッシュプル形式の出力回路と、その出力信号を出力する出力端子Ｐ
１を有する第１ＩＣ１１と、
第１電位系の電位Ｅ１と第２電位系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源電圧Ｖ１を有し、入力信
号が入力される入力端子Ｐ２と、この入力端子Ｐ２と前記第１電位系の電位Ｅ１との間に
、

を
有する第２ＩＣ１２からなり、
前記出力端子Ｐ１と前記入力端子Ｐ２とが接続されることを特徴とする。
【００１４】
この請求項１記載のＩＣ間のインターフェースシステムによれば、第１ＩＣ（例、ディス
クコントローラ）の出力回路が、プッシュプル形式の場合でも、第２ＩＣ（例、ディスク
ドライバ）の電位系を第１ＩＣの電位系と等しくしているから、従来のように、プルアッ
プ抵抗（プルダウン抵抗を含む。以下、同じ）を通して第１ＩＣ側に余分な電流が流れる
ことはなくなる。したがって、プルアップ抵抗は、余分な電流が流れないから、その熱容
量や面積を小さくできる。また、第１ＩＣへの流入電流がなくなり、安定した動作が期待
できる。
【００１５】
また、入力端子方向に導通可能な極性に直列に接続したダイオードとプルアップ抵抗とを
設けているから、第２ＩＣの電源がオフされたり、その電位が低下しても第１ＩＣからの
逆電流は流れない。また、

【００１６】
請求項２記載のＩＣ間のインターフェースシステムは、
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プルアップ可能な極性に直列に接続されたダイオードＤ３とプルアップ抵抗Ｒ１と、前
記第１電源電圧Ｖ１よりも高い第２電源電圧Ｖ２を動作電源電圧とする内部回路１４と、
前記第１電源電圧Ｖ１を取り込むための電源端子Ｐ３と、前記入力端子Ｐ２の入力信号が
入力され、前記内部回路１４を駆動するための出力信号を発生するバッファ回路Ｂ１と

内部回路１４は、第２ＩＣ本来の高い第２電源電圧Ｖ２を動作
電源電圧として動作できる。また、第１電源電圧Ｖ１を取り込むための電源端子Ｐ３を備
えるから、内部回路１４を駆動するための出力信号を発生するバッファ回路Ｂ１を、低い
第１電源電圧Ｖ１で駆動することができる。したがって、バッファの駆動電源が、インタ
ーフェースの電源電圧と同じであるから、チャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの比Ｗ／Ｌを大幅
に変更しなくてもバッファの入力スレッショルド電圧をほぼ中点電位に設定できる。した
がって、バッファの構成を簡単にでき、省スペース化することができる。

第１電位系の電位Ｅ１と第２電位
系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源電圧Ｖ１が両端間に印加され、制御信号ＳＩＧに応じてオ
ン／オフ制御されるプッシュプル形式の出力回路と、その出力信号を出力する出力端子Ｐ
１を有する第１ＩＣ２１と、
第１電位系の電位Ｅ１と第２電位系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源電圧Ｖ１を有し、入力信
号が入力される入力端子Ｐ２と、この入力端子Ｐ２と前記第１電位系の電位Ｅ１との間に



。
【００１７】
この請求項２のＩＣ間のインターフェースシステムによれば、請求項１におけると同様に
逆電流は流れない。また、

【００１８】
請求項３記載のＩＣ間のインターフェースシステムは、請求項１または２に記載のＩＣ間
のインターフェースシステムにおいて、

ことを特徴と
する。
【００１９】
この請求項３のＩＣ間のインターフェースシステムによれば、

【００２０】
請求項４記載のＩＣは、第１電位系の電位Ｅ１と第２電位系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源
電圧Ｖ１を有し、入力信号が入力される入力端子Ｐ２と、この入力端子Ｐ２と前記第１電
位系の電位Ｅ１との間に、

を有することを特徴とする。
【００２１】
この請求項４記載のＩＣによれば、入力端子と第１電源電位系の電位との間に、入力端子
方向に順方向接続されたダイオードとプルアップ抵抗とを有しているから、このＩＣとイ
ンターフェースされる他のＩＣ（例、ディスクコントローラ用ＩＣ）の出力回路が、プッ
シュプル形式の場合でも、オープンドレイン形式の場合でも、制御信号に応じて所望の動
作が行われる。したがって、他のＩＣの出力回路構成が異なっても、兼用することができ
る。

【００２２】
請求項５記載のＩＣは、
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、プルアップ可能な極性に直列に接続されたダイオードＤ３とプルアップ抵抗Ｒ１と、前
記第１電源電圧Ｖ１よりも高い第２電源電圧Ｖ２を動作電源電圧とする内部回路２５と、
前記第１電源電圧Ｖ１を前記第２電源電圧Ｖ２から形成する電圧調整回路ＲＥＧと、前記
入力端子Ｐ２の入力信号が入力され、前記内部回路２５を駆動するための出力信号を発生
するバッファ回路Ｂ１とを有する第２ＩＣ２２からなり、
前記出力端子Ｐ１と前記入力端子Ｐ２とが接続されることを特徴とする

内部回路１４は、第２ＩＣ本来の高い第２電源電圧Ｖ２を動作
電源電圧として動作できる。また、第１電源電圧Ｖ１を電圧調整回路ＲＥＧで第２電源電
圧Ｖ２から形成するから、内部回路１４を駆動するための出力信号を発生するバッファ回
路Ｂ１を、低い第１電源電圧Ｖ１で駆動することができる。したがって、バッファの駆動
電源が、インターフェースの電源電圧と同じであるから、チャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの
比Ｗ／Ｌを大幅に変更しなくてもバッファの入力スレッショルド電圧をほぼ中点電位に設
定できる。したがって、バッファの構成を簡単にでき、省スペース化することができる。

前記第２ＩＣは、前記入力端子Ｐ２と、前記第２
電位系の電位Ｅｇｎｄとの間に、前記入力端子Ｐ２へ印加される前記第２電位系の電位Ｅ
ｇｎｄよりも低い異常電圧を吸収するための保護用ダイオードＤ２を設ける

過電圧保護用ダイオードＤ
２により、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２に印加される静電気などによる負の異常電圧をグランド電
位Ｅｇｎｄに吸収することができる。

プルアップ可能な極性に直列に接続されたダイオードＤ３とプ
ルアップ抵抗Ｒ１と、前記第１電源電圧Ｖ１よりも高い第２電源電圧Ｖ２を動作電源電圧
とする内部回路１４と、前記第１電源電圧Ｖ１を取り込むための電源端子Ｐ３と、前記入
力端子Ｐ２の入力信号が入力され、前記内部回路１４を駆動するための出力信号を発生す
るバッファ回路Ｂ１と

また、第１電源電圧Ｖ１を取り込むための電源端子Ｐ３を備えるから、内部回路１４
を駆動するための出力信号を発生するバッファ回路Ｂ１を、低い第１電源電圧Ｖ１で駆動
することができる。したがって、バッファの駆動電源が、インターフェースの電源電圧と
同じであるから、チャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの比Ｗ／Ｌを大幅に変更しなくてもバッフ
ァの入力スレッショルド電圧をほぼ中点電位に設定できる。したがって、バッファの構成
を簡単にでき、省スペース化することができる。

第１電位系の電位Ｅ１と第２電位系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源
電圧Ｖ１が両端間に印加され、制御信号ＳＩＧに応じてオン／オフ制御されるプッシュプ
ル形式の出力回路と、その出力信号を出力する出力端子Ｐ１を有する第１ＩＣ２１と、
第１電位系の電位Ｅ１と第２電位系の電位Ｅｇｎｄ間の第１電源電圧Ｖ１を有し、入力信



ことを特徴とする。
【００２３】
この請求項５記載のＩＣによれば、請求項１におけると同様に他のＩＣの出力回路構成が
異なっても、兼用することができる。また、

【００２４】
請求項６記載のＩＣは、請求項４または５に記載のＩＣにおいて、

こと
を特徴とする。
【００２５】
この請求項６記載のＩＣによれば、

【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の磁気記録駆動装置のディスクコントローラ用ＩＣとディス
クドライバ用ＩＣ間のインターフェースシステム、及びそのためのＩＣの実施の形態につ
いて説明する。
【００２７】
図１は本発明の磁気記録駆動装置のディスクコントローラ用ＩＣとディスクドライバ用Ｉ
Ｃ間のインターフェースシステムと、そのシステムに用いられるディスクコントローラ用
ＩＣ１１とディスクドライバ用ＩＣ１２を示す図である。
【００２８】
図１において、ディスクコントローラ用ＩＣ１１は、図５で説明したＩＣ４１と同じであ
り、３ｖ系の第１電源電圧Ｖ１が用いられる。そして、第１電源電位Ｅ１とグランド電位
Ｅｇｎｄ間にＰ型ＭＯＳＦＥＴＱ２とＮ型ＭＯＳＦＥＴＱ１の直列回路からなるＣＭＯＳ
形式のプッシュプル型出力回路が設けられている。なお、１３は、ＩＣ１１に内蔵されて
いる他の回路であり、この図では第１電源電圧Ｖ１（３ｖ）で駆動されるように示されて
いるが、他の電圧でもよい。
【００２９】
一方、ディスクドライバ用ＩＣ１２の入力回路には、ディスクコントローラ用ＩＣ１１と
同じ３ｖ系の第１電源電圧Ｖ１が用いられる。そして、第１電源電位Ｅ１とＩ／Ｆ入力端
子Ｐ２との間に、ダイオードＤ３がＩ／Ｆ入力端子Ｐ２の方向に電流が流れ得る方向（即
ち、順方向）に、ポリシリコン等で構成されたプルアップ抵抗Ｒ１と直列に設けられてい
る。ダイオードＤ２は、過電圧保護用ダイオードであり、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２に印加され
る静電気などによる負の異常電圧をグランド電位Ｅｇｎｄに吸収する。Ｒ２及びＲ３は、
図４で説明したと同様である。
【００３０】
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号が入力される入力端子Ｐ２と、この入力端子Ｐ２と前記第１電位系の電位Ｅ１との間に
、プルアップ可能な極性に直列に接続されたダイオードＤ３とプルアップ抵抗Ｒ１と、前
記第１電源電圧Ｖ１よりも高い第２電源電圧Ｖ２を動作電源電圧とする内部回路２５と、
前記第１電源電圧Ｖ１を前記第２電源電圧Ｖ２から形成する電圧調整回路ＲＥＧと、前記
入力端子Ｐ２の入力信号が入力され、前記内部回路２５を駆動するための出力信号を発生
するバッファ回路Ｂ１とを有する

内部回路２５は、第２ＩＣ本来の高い第２電
源電圧Ｖ２を動作電源電圧として動作できる。また、第１電源電圧Ｖ１を電圧調整回路Ｒ
ＥＧで第２電源電圧Ｖ２から形成するから、内部回路２５を駆動するための出力信号を発
生するバッファ回路Ｂ１を、低い第１電源電圧Ｖ１で駆動することができる。したがって
、バッファの駆動電源が、インターフェースの電源電圧と同じであるから、チャネル幅Ｗ
とチャネル長Ｌの比Ｗ／Ｌを大幅に変更しなくてもバッファの入力スレッショルド電圧を
ほぼ中点電位に設定できる。したがって、バッファの構成を簡単にでき、省スペース化す
ることができる。

前記入力端子Ｐ２と、
前記第２電位系の電位Ｅｇｎｄとの間に、前記入力端子Ｐ２へ印加される前記第２電位系
の電位Ｅｇｎｄよりも低い異常電圧を吸収するための保護用ダイオードＤ２を設ける

過電圧保護用ダイオードＤ２により、Ｉ／Ｆ入力端子
Ｐ２に印加される静電気などによる負の異常電圧をグランド電位Ｅｇｎｄに吸収すること
ができる。



また、ヒステリシス特性を有するバッファＢ１の動作電源電圧は、バッファＢ１の出力を
受ける内部回路の動作電源電圧が第１電源電圧Ｖ１である場合には、第１電源電位Ｅ１と
グランド電位Ｅｇｎｄにより与えられ、その閾値はほぼ第１電源電位Ｅ１とグランド電位
Ｅｇｎｄの中間電位に設定されている。したがって、このバッファＢ１が通常のように、
ＣＭＯＳ形式で構成されるときには、Ｐ型ＭＯＳＦＥＴとＮ型ＭＯＳＦＥＴは、従来のよ
うに入力スレッショルド電圧Ｖｔｈを極端に低く設定しなければならない場合に比べて、
その面積比をアンバランスにする必要がなく、最小サイズのＭＯＳＦＥＴを用いることが
できるから、ＩＣの内部レイアウトの省スペース化が図れる。なお、バッファＢ１の出力
を受ける内部回路の動作電源電圧が第２電源電圧Ｖ２である場合には、バッファＢ１の動
作電源電圧は第３電源電位Ｅ３とグランド電位Ｅｇｎｄにより与えられるようにすればよ
い。
【００３１】
なお、１４は、ＩＣ１２に内蔵されている他の回路であり、この図では第２電源電圧Ｖ２
（５ｖ）で駆動されるように示されているが、他の電圧、例えば第１電源電圧Ｖ１（３ｖ
）でもよい。回路１４の動作電圧が第２電源電圧Ｖ２（５ｖ）の場合には、ＩＣ１２に第
１電源電圧Ｖ１（３ｖ）を外部から取り込むための電源端子Ｐ３を設けることになる。
【００３２】
次に、このインターフェースシステムにおいて、ディスクコントローラ用ＩＣ１１のＩ／
Ｆ出力端子Ｐ１とディスクドライバ用ＩＣ１２のＩ／Ｆ入力端子Ｐ２とを接続した場合に
ついて説明する。
【００３３】
制御信号ＳＩＧがＨレベルで、Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ１がオンすると、Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ
１のオン抵抗はプルアップ抵抗Ｒ１や保護抵抗Ｒ２に比べて十分に小さいので、Ｉ／Ｆ入
力端子Ｐ２には低レベルの信号が入力され、バッファＢ１の入力スレッショルド電圧を十
分に下回るので、バッファＢ１からは低レベルの出力が内部回路に供給される。
【００３４】
制御信号ＳＩＧがＬレベルで、Ｐ型ＭＯＳＦＥＴＱ２がオンすると、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２
には高レベル（Ｖ１＝３ｖ）が入力される。このとき、バッファＢ１の駆動電源電圧は第
１電源電圧Ｖ１でありその入力スレッショルド電圧Ｖｔｈは十分低いので、バッファＢ１
の閾値を十分に上回り、バッファＢ１からは高レベル出力が内部回路に供給される。
【００３５】
この実施の形態では、ディスクコントローラ用ＩＣ１１の第１電源電圧Ｖ１に合わせて、
ディスクドライバ用ＩＣ１２の入力回路の電源電圧を等しくしているから、従来のように
、プルアップ抵抗Ｒ１を通してディスクドライバ側からディスクコントローラ側に余分な
電流が流れることはなくなる。したがって、プルアップ抵抗Ｒ１は、その熱容量や面積を
小さくできる。また、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２の方向に導通可能な極性に直列に接続したダイ
オードＤ３とプルアップ抵抗Ｒ１とを設けているから、例えディスクドライバ側の電位が
低下してもディスクコントローラ側からの逆電流は流れない。
【００３６】
ダイオードＤ２は、過電圧保護用ダイオードであり、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２に印加される静
電気などによる負の異常電圧をグランド電位Ｅｇｎｄに吸収する。また、正の異常電圧を
吸収するための専用のダイオードは設けられていないが、逆流防止用ダイオードＤ３のア
バランシェ作用により、正の異常電圧はダイオードＤ３を介して第１電源電位Ｅ１に吸収
される。
【００３７】
さらに、図１におけるディスクドライバ用ＩＣ１２は、ディスクコントローラ用ＩＣ１１
がプッシュプル型出力回路を有するものの外、図２に示されるようなオープンドレイン型
の出力回路を有するＩＣ１１Ａである場合にもそのまま適用することができる。この図２
の構成は図４のＩＣ３１と同様のものである。
【００３８】
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図２のＩ／Ｆ出力端子Ｐ１とＩ／Ｆ入力端子Ｐ２とが接続され、制御信号ＳＩＧに応じて
Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ１がオンされると、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２の電位、即ちバッファＢ１の
入力電位は低電位になる。逆に、Ｎ型ＭＯＳＦＥＴＱ１がオフされるとバッファＢ１の入
力電位は、ダイオードＤ３及びプルアップ抵抗Ｒ１により第１電源電位Ｅ１－Ｖｆにプル
アップされるので、バッファＢ１の入力電位は高レベルと判定される。なお、Ｖｆは、ダ
イオードＤ３の順方向降下電圧である。したがって、バッファＢ１は入力電位に応じて出
力を発生し、ディスクドライバ用ＩＣ１２の内部回路が駆動される。
【００３９】
なお、ディスクコントローラ用ＩＣ１１Ａは、１端が第１電源電位Ｅ１に接続されたＰ型
ＭＯＳＦＥＴによるオープンドレイン形式の出力形式の場合には、ディスクドライバ用Ｉ
Ｃ１２においてプルダウンできるように、ダイオードＤ２、Ｄ３及び抵抗Ｒ１を逆の配置
構成とすればよい。
【００４０】
このように、ＩＣ１２は、ディスクコントローラ用ＩＣ１１，１１Ａの出力回路が、プッ
シュプル形式の出力回路であっても、またオープンドレイン形式であっても、兼用して、
ディスクコントローラ側とディスクドライバ側とのＩ／Ｆを取ることができる。
【００４１】
図３は、図１のインターフェースシステムと、そのシステムに用いられるディスクコント
ローラ用ＩＣ１１とディスクドライバ用ＩＣ１２において、ディスクドライバ用ＩＣ１２
に電圧調整回路ＲＥＧを設けたものである。なお、２４は、ＩＣ１１に内蔵されている第
１電源電圧Ｖ１（３ｖ）で駆動される他の回路であり、また、２５は、第２電源電圧Ｖ２
（５ｖ）で駆動される他の回路である。
この電圧調整回路ＲＥＧ、他の回路２４，２５以外の点は、図１と同様である。
【００４２】
この電圧調整回路ＲＥＧは、第１電源電圧Ｖ１（３ｖ）を、第２電源電圧Ｖ２（５ｖ）か
ら電圧調整して得るものである。この電圧調整回路ＲＥＧにより、第２電源電圧Ｖ２が変
動したとしても、第１電源電圧Ｖ１を安定させることができる。これにより、バッファＢ
１の入力特性を向上させることができる。
【００４３】
以上の実施の形態では、出力回路としてＭＯＳＦＥＴを用いることとして説明しているが
、バイポーラトランジスタを使用することもできる。この場合、例えば、ＮＰＮ型バイポ
ーラトランジスタを用いれば、オープンコレクタ出力となる。また、バッファＢ１は、ヒ
ステリシス特性を有するものについて示しているが、その他の特性のものでも構わない。
【００４４】
また、以上の説明では、ディスクコントローラ用ＩＣからの制御信号に応じてディスクド
ライバ用ＩＣを制御するとととして説明したが、その逆に、ディスクドライバ用ＩＣから
の制御信号に応じてディスクコントローラ用ＩＣを制御する場合にも、同様に適用するこ
とができる。
【００４５】
【発明の効果】
請求項１記載のＩＣ間のインターフェースシステムによれば、第１ＩＣ（例、ディスクコ
ントローラ）の出力回路が、プッシュプル形式の場合でも、第２ＩＣ（例、ディスクドラ
イバ）の電位系を第１ＩＣの電位系と等しくしているから、従来のように、プルアップ抵
抗（プルダウン抵抗を含む。以下、同じ）を通して第１ＩＣ側に余分な電流が流れること
はなくなる。したがって、プルアップ抵抗は、余分な電流が流れないから、その熱容量や
面積を小さくできる。また、第１ＩＣへの流入電流がなくなり、安定した動作が期待でき
る。
【００４６】
また、入力端子方向に導通可能な極性に直列に接続したダイオードとプルアップ抵抗とを
設けているから、第２ＩＣの電源がオフされたり、その電位が低下しても第１ＩＣからの
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逆電流は流れない。また、

【００４７】
請求項２のＩＣ間のインターフェースシステムによれば、請求項１におけると同様に逆電
流は流れない。また、

【００４８】
請求項３のＩＣ間のインターフェースシステムによれば、

【００４９】
請求項４記載のＩＣによれば、入力端子と第１電源電位系の電位との間に、入力端子方向
に順方向接続されたダイオードとプルアップ抵抗とを有しているから、このＩＣとインタ
ーフェースされる他のＩＣ（例、ディスクコントローラ用ＩＣ）の出力回路が、プッシュ
プル形式の場合でも、オープンドレイン形式の場合でも、制御信号に応じて所望の動作が
行われる。したがって、他のＩＣの出力回路構成が異なっても、兼用することができる。

【００５０】
請求項５記載のＩＣによれば、請求項１におけると同様に他のＩＣの出力回路構成が異な
っても、兼用することができる。また、

【００５１】
請求項６記載のＩＣによれば、

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るインターフェースシステムと、そのシステムに用いら
れるＩＣを示す図。
【図２】本発明のインターフェースシステムに用いられるＩＣを示す図。
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内部回路１４は、第２ＩＣ本来の高い第２電源電圧Ｖ２を動作
電源電圧として動作できる。また、第１電源電圧Ｖ１を取り込むための電源端子Ｐ３を備
えるから、内部回路１４を駆動するための出力信号を発生するバッファ回路Ｂ１を、低い
第１電源電圧Ｖ１で駆動することができる。したがって、バッファの駆動電源が、インタ
ーフェースの電源電圧と同じであるから、チャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの比Ｗ／Ｌを大幅
に変更しなくてもバッファの入力スレッショルド電圧をほぼ中点電位に設定できる。した
がって、バッファの構成を簡単にでき、省スペース化することができる。

内部回路１４は、第２ＩＣ本来の高い第２電源電圧Ｖ２を動作電源
電圧として動作できる。また、第１電源電圧Ｖ１を電圧調整回路ＲＥＧで第２電源電圧Ｖ
２から形成するから、内部回路１４を駆動するための出力信号を発生するバッファ回路Ｂ
１を、低い第１電源電圧Ｖ１で駆動することができる。したがって、バッファの駆動電源
が、インターフェースの電源電圧と同じであるから、チャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの比Ｗ
／Ｌを大幅に変更しなくてもバッファの入力スレッショルド電圧をほぼ中点電位に設定で
きる。したがって、バッファの構成を簡単にでき、省スペース化することができる。

過電圧保護用ダイオードＤ２に
より、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２に印加される静電気などによる負の異常電圧をグランド電位Ｅ
ｇｎｄに吸収することができる。

また、第１電源電圧Ｖ１を取り込むための電源端子Ｐ３を備えるから、内部回路１４を駆
動するための出力信号を発生するバッファ回路Ｂ１を、低い第１電源電圧Ｖ１で駆動する
ことができる。したがって、バッファの駆動電源が、インターフェースの電源電圧と同じ
であるから、チャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの比Ｗ／Ｌを大幅に変更しなくてもバッファの
入力スレッショルド電圧をほぼ中点電位に設定できる。したがって、バッファの構成を簡
単にでき、省スペース化することができる。

内部回路２５は、第２ＩＣ本来の高い第２電源電
圧Ｖ２を動作電源電圧として動作できる。また、第１電源電圧Ｖ１を電圧調整回路ＲＥＧ
で第２電源電圧Ｖ２から形成するから、内部回路２５を駆動するための出力信号を発生す
るバッファ回路Ｂ１を、低い第１電源電圧Ｖ１で駆動することができる。したがって、バ
ッファの駆動電源が、インターフェースの電源電圧と同じであるから、チャネル幅Ｗとチ
ャネル長Ｌの比Ｗ／Ｌを大幅に変更しなくてもバッファの入力スレッショルド電圧をほぼ
中点電位に設定できる。したがって、バッファの構成を簡単にでき、省スペース化するこ
とができる。

過電圧保護用ダイオードＤ２により、Ｉ／Ｆ入力端子Ｐ２
に印加される静電気などによる負の異常電圧をグランド電位Ｅｇｎｄに吸収することがで
きる。



【図３】本発明の他の実施の形態に係るインターフェースシステムと、そのシステムに用
いられるＩＣを示す図。
【図４】従来のインターフェースシステムと、そのシステムに用いられるＩＣを示す図。
【図５】従来の他のインターフェースシステムと、そのシステムに用いられるＩＣを示す
図。
【符号の説明】
１１、１１Ａ、２１、３１、４１　ディスクコントローラ用ＩＣ
１２、２２、３２、４２　ディスクドライバ用ＩＣ
１３、１３Ａ、１４、２３、２４，２５、３３、４３　他の回路
Ｐ１　Ｉ／Ｆ出力端子
Ｐ２　Ｉ／Ｆ入力端子
Ｐ３　電源入力端子
Ｖ１　第１電源電圧（３ｖ）
Ｖ２　第２電源電圧（５ｖ）
Ｅ１　第１電源電位
Ｅｇｎｄ　第２電源電位（グランド電位）
Ｅ３　第３電源電位
Ｒ１　プルアップ抵抗
Ｒ２、Ｒ３　保護抵抗
Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３　ダイオード
Ｂ１　バッファ
Ｑ１　Ｎ型ＭＯＳＦＥＴ
Ｑ２　Ｐ型ＭＯＳＦＥＴ

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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